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３
月
定
例
会
は
、
２
月
20
日
か
ら
３
月

14
日
ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
今
定
例

会
に
は
予
算
案
12
件
、
補
正
予
算
案
12
件
、

条
例
案
８
件
、
事
件
案
11
件
お
よ
び
報
告

２
件
の
合
わ
せ
て
45
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
関
す
る
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
追
加
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
他
に
請
願
４
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
議
案
等
は
所

管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
各
委
員
長
報
告
と
採
決

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
書
で
は
産

業
民
生
常
任
委
員
会
か
ら
「
安
全
・
安
心

の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤
交
替
制
労

働
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
と
議
会
運

営
委
員
会
か
ら
「﹁
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準

備
罪
﹂
新
設
・﹁
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰

及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法

律
﹂
の
改
正
原
案
に
対
し
慎
重
審
議
を
求

め
る
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
、
議
会
運
営

委
員
会
か
ら
「
長
野
県
議
会
選
挙
区
の
飯

山
市
・
下
水
内
郡
区
議
員
定
数
に
関
す
る

決
議
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
審
議
さ
れ
た
議
案
等
に

つ
い
て
は
全
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。　

　　
な
お
、
各
議
員
の
一
般
質
問
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

平成 29 年 3 月定例会で審議された議案等

３
月
定
例
会
概
要

議案第 1 号　
議案第 2 号　
他 10 件

可決 ( 賛成多数 )
可決 ( 全員一致 )
可決 ( 全員一致または
　　　　　賛成多数 )

平成 29 年度飯山市一般会計予算
平成 29 年度飯山市公共下水道事業特別会計予算
( 平成 29 年度の特別会計予算 9 件・水道事業会計 )

予算案　|　12件

議案第 25 号　
議案第 26 号
　
議案第 27 号
議案第 28 号
議案第 29 号
議案第 30 号
議案第 31 号
議案第 32 号

可決 ( 全員一致 )
可決 ( 全員一致 )

可決 ( 賛成多数 )
可決 ( 全員一致 )
可決 ( 全員一致 )
可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

飯山市個人情報保護条例の一部を改正する条例
職員の勤務時間及び休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に関する条例の
一部を改正する条例
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
飯山市税条例等の一部を改正する条例
飯山市福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例
飯山市営住宅条例及び飯山市若者・定住住宅条例の一部を改正する条例
飯山市都市公園条例等の一部を改正する条例
飯山市水道事業及び簡易水道等事業の統合に伴う関係条例の整理に関する条例

議案第 13 号　
議案第 2 号　
他 10 件

可決 ( 全員一致 )
可決 ( 全員一致 )
可決 ( 全員一致 )

平成 28 年度飯山市一般会計補正予算（第８号）
平成 28 年度飯山市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
( すべて平成 28 年度の特別会計補正予算 )

＊　長は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊　「-」は別委員会のため表決権はありません。

賛否がわかれた議案の表決結果
○＝賛成　　●＝反対

議
案
番
号

松
本
淳
一

飯
田
健
一

荻
原
洋
平

西
澤
一
彦

江
沢
岸
生

市
川
久
芳

渡
辺
美
智
子

渋
川
芳
三

高
山
恒
夫

上
松
永
林

竹
井
政
志

久
保
田
幸
治

小
林
喜
美
治

山
﨑
一
郎

石
田
克
男

議
決
結
果

1 平成 29 年度飯山市一般会計予算
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 長 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 可決

11 平成 29 年度飯山市駐車場事業特別会計予算
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

27 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例

委員会 ○ ― ○ ― ― ● ― ○ ― 長 ○ ― ― ○ ― 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

40 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更に
ついて

委員会 ● ― ○ ― ― ○ ― ○ ― 長 ○ ― ― ○ ― 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 員 名

議 案 等 名

可決 ( 全員一致 )
可決 ( 全員一致 )
可決 ( 全員一致 )
可決 ( 全員一致 )

議案第 33 号　
議案第 34 号　
議案第 35 号
議案第 36 号

公の施設の区域外設置に関する木島平村との協議について
議決事項の変更について
指定管理者の指定について
指定管理者の指定について

可決 ( 全員一致 )
可決 ( 全員一致 )
可決 ( 全員一致 )
可決 ( 賛成多数 )
可決 ( 全員一致 )
承認 ( 全員一致 )
承認 ( 全員一致 )

議案第 37 号
議案第 38 号
議案第 39 号
議案第 40 号
議案第 41 号
議案第 42 号
議案第 43 号

市道路線の認定について
市道路線の廃止について
市道路線の変更について
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
過疎地域自立促進計画の変更について
専決処分事項の承認を求めることについて【平成28年度飯山市一般会計補正予算 ( 第６号 )】
専決処分事項の承認を求めることについて【平成28年度飯山市一般会計補正予算 ( 第7号 )】

報告第 1 号
報告第 2 号

専決処分事項の報告について
専決処分事項の報告について

議案第 44 号 固定資産評価審査委員会委員の選任に関する同意を求めることについて 　同意 ( 全員一致 )

意見書第１号
意見書第２号

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交代制労働の改善を求める意見書　
「テロ等組織犯罪準備罪」新設・「組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制
等に関する法律」の改正原案に対し慎重審議を求める意見書　　

　可決 ( 全員一致 )
　可決 ( 全員一致 )

※発言取り消しについて
　3 月14日の本会議の市川議員の反対討論において議案に関連のない発言があり、議長の注意にもかかわらず発言
を続けたことから一部発言を取り消しました。

番号 件　　　名 提 出 者 委員会審査
(委員長報告)

本会議(委員長報告に対する表決)
賛成 反対 議決結果

請願
１

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労
働の改善を求める請願 長野県医療労働組合連合会 採択 13 2 採択

請願
2

「核兵器禁止条約の交渉会議に参加し、条約実現に真剣に
努力するよう政府に求める意見書」の提出を求める請願 飯水岳北原水爆禁止協議会 継続審査 8 7 継続審査

請願
3 オスプレイの低空飛行訓練の中止を求める請願 飯水岳北９条の会 採択 15 0 採択

請願
4

「テロ等準備罪」、いわゆる「共謀罪」を新設す
る組織犯罪処罰法改正案に反対する請願 北信地区憲法をまもる会 不採択 15 0 不採択

請 願 審 議 等 の 結 果

決議書第１号 長野県議会選挙区の飯山市・下水内郡区議員定数に関する決議 　可決 ( 全員一致 )

補正予算案　|　12件

条例案　|　8件

事件案　|　11件

報告　|　2件

事件案　|　1件

意見書　|　2件

決議案　|　1件



産
業
民
生
常
任
委
員
会
審
査
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円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
現
場
の
声
は
。

→
子
供
た
ち
の
た
め
と
言
う
こ
と
で
、
先

生
方
に
も
理
解
を
お
願
い
し
て
い
る
。

・
子
ど
も
館
と
し
て
飯
山
小
学
校
を
使
え

な
い
の
か
。

→
飯
山
小
学
校
で
の
施
設
整
備
は
、
児
童

ク
ラ
ブ
単
独
で
も
狭
く
、
休
日
の
利
用
等

学
校
と
隔
離
が
必
要
な
こ
と
か
ら
厳
し
い
。

　

仮
称
「
飯
山
市
子
ど
も
館
」
は
、
児
童

ク
ラ
ブ
・
児
童
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
放
課
後

等
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
機
能
・
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
機
能
・
病
後
児
保
育
機
能
な
ど
も

含
め
た
総
合
的
な
子
育
て
支
援
施
設
の
た

め
、
現
状
の
学
校
施
設
で
は
整
備
が
困
難
。

◎
税
務
課

・
外
国
人
に
対
す
る
市
民
税
等
の
課
税
は
。

→
市
民
税
は
１
月
１
日
に
住
民
票
の
あ
る

市
町
村
へ
納
付
す
る
こ
と
に
な
る
。
固
定

資
産
税
は
登
記
が
さ
れ
て
い
れ
ば
課
税
で

き
る
。

仮称「飯山市子ども館」南側から見た完成イメージ

◎
総
務
部

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業
中
の
雪
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
委
託
先
は
。

→
委
託
先
は
今
後
検
討
す
る
。

・
新
幹
線
関
連
施
設
の
固
定
資
産
税
相
当

分
を
ど
の
位
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

→
千
曲
川
の
橋
脚
部
分
、
レ
ー
ル
等
の
軌

道
敷
、
駅
舎
部
分
等
に
係
る
固
定
資
産
税

相
当
分
と
し
て
約
１
億
円
を
見
込
ん
だ
。

◎
経
済
部

・
協
働
の
む
ら
づ
く
り
事
業
は
何
カ
所
を

予
定
し
て
い
る
の
か
。

→
30
カ
所
を
予
定
。

・
棚
田
保
存
用
農
機
具
購
入
事
業
は
ど
の

様
に
運
用
す
る
の
か
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
全
体
会
質
疑
）

◎
企
画
財
政
課

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
４
名
の
契
約
は
ど

の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

→
契
約
は
１
年
単
位
、
２
回
ま
で
延
長
可

能
。
最
長
３
年
と
な
っ
て
い
る
。

・
ふ
る
さ
と
寄
付
金
７
億
円
の
内
訳
は
。

→
返
礼
品
が
４
億
７
千
万
円
余
、、
サ
イ

ト
利
用
料
や
シ
ス
テ
ム
更
新
費
用
等
が

８
千
万
円
程
か
か
り
、
残
り
が
基
金
積
み

立
て
と
な
る
。

・
政
策
推
進
事
業
費
は
具
体
的
に
何
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

→
新
た
に
生
じ
た
課
題
に
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
の
経
費
。

◎
危
機
管
理
防
災
課

・
地
元
に
住
ん
で
い
な
い
消
防
団
員
が
増

え
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
の
か
。

→
住
所
は
飯
山
市
に
あ
る
が
実
際
に
は
別

に
住
ん
で
い
る
と
い
う
団
員
も
い
る
。
出

来
る
範
囲
で
団
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
分

団
長
以
下
に
は
依
頼
し
て
い
る
。
抜
本
的

な
対
策
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

・
空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
除
去
型
補
助

金
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

→
危
険
空
き
家
の
跡
地
を
地
区
の
公
園
な

ど
公
益
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
の
除

去
で
あ
れ
ば
補
助
す
る
と
い
う
制
度
。

◎
文
化
交
流
課

・
29
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
白
隠

展
は
ど
こ
で
行
う
の
か
。

→
美
術
館
の
展
示
室
を
予
定
。
掛
け
軸
が

主
と
な
る
。

・
美
術
館
の
企
画
展
は
ど
の
よ
う
な
も
の

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

→
中
野
市
在
住
で
飯
山
市
と
も
縁
の
あ
る

中
川
武
治
氏
を
予
定
し
て
い
る
。

・
な
ち
ゅ
ら
来
館
者
の
不
適
当
な
駐
車
状

況
が
見
ら
れ
る
。

→
不
適
当
な
場
所
へ
の
駐
車
に
対
し
て
は
、

案
内
人
を
立
て
て
市
営
駐
車
場
へ
誘
導
を

し
て
い
る
。
付
近
の
企
業
に
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
際
は
事
前
に
協
力
の
お
願
い
を

し
て
い
る
。

◎
子
ど
も
育
成
課

・
全
国
学
力
テ
ス
ト
調
査
委
託
料
に
３
百
万

（
総
務
文
教
分
科
会
審
査
）

→
市
で
購
入
し
、
福
島
棚
田
保
存
会
に
貸

与
す
る
こ
と
で
運
用
し
た
い
。

◎
民
生
部

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
済
み
の
割
合
は
。

→
６
㌫
強
の
市
民
に
交
付
し
た
。

・
新
生
児
の
聴
覚
検
査
の
補
助
は
。

→
４
月
１
日
生
ま
れ
の
新
生
児
か
ら
対
象

と
し
て
、
補
助
を
実
施
す
る
。

◎
教
育
部

・
笹
本
文
庫
の
活
用
方
法
は
。

→
寄
付
の
書
籍
は
２
万
冊
を
超
え
る
。
城

南
中
の
空
き
教
室
を
改
修
し
収
蔵
す
る
。

市
立
図
書
館
と
の
連
携
を
図
り
、
文
化
振

興
部
で
担
当
す
る
。

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金
の
内
容
は
。

→
看
護
師
や
保
育
士
等
の
資
格
を
取
る
人

の
授
業
料
と
し
て
、
１
人
分
月
額
10
万
円

を
補
助
。

福島棚田の稲刈り

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査

（
産
業
民
生
分
科
会
審
査
）

◎
市
民
環
境
課

・
出
産
祝
い
の
内
容
は
ど
う
か
。

→
こ
れ
ま
で
の
ア
ル
バ
ム
贈
呈
を
29
年
度

か
ら
、
図
書
館
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
併
せ

て
絵
本
を
贈
る
事
業
に
変
更
す
る
。

・
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助
金
の
実
績
は
。

→
今
年
度
に
お
い
て
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
で
43

件
、
電
動
で
５
件
補
助
し
た
。

◎
保
健
福
祉
課

・
心
身
障
が
い
者
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
と
放

課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の
違
い
は
。

→
タ
イ
ム
ケ
ア
は
在
宅
の
障
が
い
児（
者
）

を
日
中
一
時
的
に
預
か
っ
て
も
ら
う
事
業
。

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
学
校
が
終
わ
っ

て
か
ら
家
の
方
が
仕
事
か
ら
帰
る
間
の
、

２
～
３
時
間
預
か
っ
て
も
ら
う
事
業
。

・
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
の

委
託
先
は
。

→
高
水
福
祉
会
に
委
託
し
、
中
野
市
片
塩

に
あ
る
高
水
福
祉
会
総
合
安
心
セ
ン
タ
ー

「
は
る
か
ぜ
」
を
拠
点
と
し
て
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
２
床
を
確
保
し
て
い
る
。

◎
農
林
課
・
農
業
委
員
会

・
６
次
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
交
付
金

の
交
付
先
は
ど
こ
か
。

→
自
ら
が
生
産
、
加
工
、
販
売
す
る
と
い

う
６
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業

者
に
交
付
す
る
。
金
融
機
関
の
融
資
残
に

対
す
る
補
助
。

・
飯
山
市
菜
の
花
公
園
地
域
観
光
資
源
創

生
事
業
の
内
容
は
。

→
菜
の
花
ま
つ
り
の
入
場
者
が
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
価
値
を
高
め
差
別
化

し
た
い
。「
菜
の
花
の
黄
色
は
幸
せ
の
色
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
化

を
目
指
し
て
、イ
ベ
ン
ト
開
催
、商
品
開
発
、

イ
メ
ー
ジ
作
り
を
行
う
。

◎
商
工
観
光
課
・
広
域
観
光
推
進
室

・
企
業
誘
致
の
状
況
は
。

→
企
業
誘
致
推
進
員
が
月
20
社
ほ
ど
訪
問

し
て
い
る
。
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た

の
で
、Ｉ
Ｔ
関
係
も
含
め
誘
致
を
進
め
た
い
。

◎
議
案
26
号
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例【意
見
】
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
も
心

が
け
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
上

げ
た
り
、
柔
軟
性
を
持
っ
た
人
材
育
成
を

し
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

◎
議
案
29
号
飯
山
市
福
祉
医
療
費
特
別
給

付
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金
に
つ
い
て
対

象
を
18
歳
ま
で
拡
充
し
て
い
る
県
内
市
町

村
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

→
77
市
町
村
の
う
ち
52
市
町
村
が
18
歳
ま

で
入
院
に
つ
い
て
無
料
化
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
通
院
も
含
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
50
市

町
村
。
県
内
19
市
中
の
取
り
組
み
は
飯
山

市
が
４
番
目
と
な
る
。

◎
移
住
定
住
推
進
課

【
意
見
】
新
卒
者
通
勤
補
助
に
つ
い
て
、
市

営
駐
車
場
の
利
用
が
条
件
だ
が
、
人
口
対

策
で
あ
る
な
ら
そ
の
条
件
を
は
ず
し
、
わ

か
り
や
す
い
制
度
の
構
築
を
す
べ
き
。

◎
上
下
水
道
課

・
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
巨
額
の
委
託
費
に
な
る

が
、
市
内
の
業
者
に
委
託
で
き
な
い
の
か
。

→
一
部
劣
化
等
の
状
況
等
の
把
握
は
市
内

業
者
で
も
で
き
る
が
、
そ
の
後
の
リ
ス
ク

管
理
や
最
適
化
と
い
っ
た
部
分
は
出
来
る

か
ど
う
か
は
不
明
。

◎
道
路
河
川
課

・
排
雪
場
所
は
利
便
性
を
考
え
数
か
所
に

設
置
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
。

→
そ
の
年
の
降
雪
状
況
に
応
じ
て
、
県
と

相
談
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

飯山市起業支援センター内部の共同オフィス
　　　　　　　　　　　　　　( ブースタイプ )

長野県議会選挙区の飯山市・下水内郡区議員定数に関する決議の要旨
　平成 29 年 3 月3日の新聞報道で「長野県議会選挙区見直し」について、長野県議会選挙区等調査特別委員会において、
議員定数１の飯山市・下水内郡を議員定数２の中野市・下高井郡へ合区とし定数２とする案などが議論される見通しとの報
道があり、地域では不安の声が出ている。
　飯山市・下水内郡は、全国屈指の特別豪雪地帯にあり、その自然環境はことのほか厳しく、地域の政治・経済・福祉・教育・
文化等あらゆる分野にわたり甚大な影響を受けている。豪雪地帯での生活・雪との闘いは、そこに住み続けている者にしかわ
からない苦労を抱えており、特別豪雪対策には多様で広範囲な総合的対策が必要である。その生の声を国・県に伝えていく
ためには、飯山市・下水内郡区選出議員は欠かすことができないものと考える。
　よって、長野県議会選挙区の飯山市・下水内郡区の維持、または木島平村、野沢温泉村を加えた岳北郡区を創設し、定
数１の確実な確保を強く求めるものである。
　以上、ここに決議する。　　　　　　　　　　　　　　　　平成 29 年 3 月14日　　飯山市議会議長　佐藤　正夫

常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。


